
カプラー受け

車体裏面

クハ813・クモハ813の運転台側に連結を行う場合
は、下図のようにカプラー受けを運転台側にずら
し、カプラーが左右に振れる状態にしてください。

■車両の連結・切り離しについて

※連結したままの状態で左右にひねらないでください。
※無理に引っ張ることはおやめください。

 連  結 ：車両を直線線路上にのせて、軽く突き当てます。
切り離し：直線線路上で、車両を反対方向に引き離します。

切り離す場合

連結する場合

カプラー受けを前に出さずに連結すると、脱線や
脱輪の原因になります。


